
動
特
性
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
効
果
的
な
自
転
車
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
を
進
め
、
社
会
に
導
入
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
帝
塚
山

大
学
心
理
福
祉
学
部
の
蓮
花
一
己
教
授
は
、
研
究

の
目
的
と
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
日
本
で
は
、
自
転
車
の
事
故
防
止
に
向
け
た

対
策
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
弱
者
保
護
の
議
論
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
私
は
そ
れ
に
ず
っ
と
違
和
感
を

覚
え
て
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
の
自
転

車
利
用
者
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
か
な
り
マ
ナ

ー
が
悪
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
自
転

車
利
用
者
の
意
識
調
査
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
と
く
に
中
・
高
・
大
学
生
な
ど
、

若
年
層
の
ル
ー
ル
違
反
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
彼
ら
の
技
量
や
マ
イ
ン

ド
を
向
上
さ
せ
、
ル
ー
ル
遵
守
や
マ
ナ
ー
向
上
を

は
か
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
を
実
践
し
て
い

く
上
で
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
最
も
効
果

的
な
の
か
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
そ
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

蓮
花
教
授
ら
が
行
っ
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、

高
校
生
や
大
学
生
の
ル
ー
ル
違
反
が
多
く
、
携
帯

電
話
利
用
に
よ
る
片
手
運
転
、
傘
差
し
運
転
、
夜

間
の
無
灯
火
な
ど
が
顕
著
だ
っ
た
と
い
う
。一
方
、

●編集室：本田技研工業株式会社 安全運転普及本部内
〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１
TEL 03（5412）1736
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/

●編集人：千葉英雄

自
転
車
は
手
軽
に
使
え
る
便
利
な
交
通
手
段

で
あ
り
、
中
・
高
校
生
年
代
に
と
っ
て
は
生
活
必

需
品
の
１
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
通
学
や
遊
び
、

習
い
事
な
ど
で
自
転
車
を
利
用
す
る
機
会
は
非
常

に
多
い
状
況
だ
が
、
こ
の
年
代
の
自
転
車
事
故
が

多
発
し
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
り
、
こ
の
層

に
向
け
た
効
果
的
な
自
転
車
教
育
の
導
入
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
近
年
、
自
転
車

教
育
の
新
た
な
方
向
性
を
探
る
動
き
が
出
て
き
て

い
る
。
今
回
は
そ
の
１
つ
と
し
て
、
公
益
財
団
法

人
国
際
交
通
安
全
学
会
が
進
め
る
自
転
車
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ホ
ン
ダ

が
今
年
４
月
に
作
成
し
た
「
中
・
高
校
生
へ
の
自

転
車
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
た
、
高
知
県

の
中
学
校
で
の
自
転
車
教
育
の
事
例
な
ど
を
紹
介

す
る
。

公
益
財
団
法
人
国
際
交
通
安
全
学
会
で
は
、

一
昨
年
よ
り
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
自
転

車
利
用
者
の
心
理
行
動
特
性
を
踏
ま
え
た
安
全
対

策
の
研
究
」
と
し
て
、
総
合
的
な
自
転
車
教
育
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
中
学
校
２

校
（
三
重
県
鈴
鹿
市
立
白
子
中
学
校
、
創
徳
中
学

校
）
の
協
力
を
得
て
、「
自
転
車
利
用
者
へ
の
意

識
調
査
」「
公
道
で
の
自
転
車
利
用
者
の
行
動
観

察
調
査
」「
ジ※

１

ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
を
使
っ
た
運
転
行

動
分
析
」
な
ど
を
実
施
。
中
学
生
の
自
転
車
利
用

の
実
態
や
、
こ
の
年
代
に
特
有
の
心
理
特
性
・
行
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運
転
行
動
を
客
観
評
価
し
、

「
気
づ
き
」
を
与
え
る

～Safety for Everyone～
Hondaはすべての人の

交通安全を願い活動しています。

ホンダ　SJ 検索SJホームページは
Since 1971

Hondaの交通安全情報紙

特集：中・高校生の自転車教育への新たなアプローチ

生徒の自主性を引き出す自転車教育

※年間購読をご希望の方は、下記までお問合わせください。
㈱アストクリエイティブ 安全運転普及本部係
TEL 03（5439）1191   E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

津野町立葉山中学校（高知県）では、Hondaが作成した中・高校生向けの
自転車教育用教材と自転車シミュレーターを活用した授業が行われた

公益財団法人 国際交通安全学会の研究プロジェクトの一環で実施さ
れた鈴鹿市立白子中学校（三重県）の生徒を対象にした「自転車技能
コンテスト」

●公益財団法人 国際交通安全学会　研究プロジェクト

リーダー　蓮花一己（帝塚山大学心理福祉学部教授）
メンバー　岸田孝弥（中京大学心理学部教授）

鈴木美緒（東京工業大学大学院総合理工学研究科助教）
多田昌裕（ATR・知能ロボティクス研究所研究員）
中西　盟（本田技研工業（株）安全運転普及本部主幹）
舟渡悦夫（大同大学工学部教授）
宮　光明 （本田技研工業（株）安全運転普及本部

鈴鹿普及ブロック主幹）
向井希宏（中京大学心理学部教授）
矢野円郁（中京大学心理学部助教）
山本俊行（名古屋大学エコトピア科学研究所教授）

●研究プロジェクトに関する問合せ先
公益財団法人国際交通安全学会
TEL：03-3273-7884  FAX：03-3272-7054

中
学
生
年
代
で
の
教
育
が

そ
の
先
に
つ
な
が
る

※1 ジャイロセンサ＝動作中の人体や物体の角速度（単位時間に回転した角度）を測定する装置。

②13～19歳の状態別交通事故死傷者
（76,773人中）

①年齢層別交通事故死傷者数
（901,071人中）

自転車乗用中

45.2％

13～19歳

8.5％

自動車乗車中
（28.1％）

20～64歳（72.4％）

65歳以上
（13.8％）

原付乗車中
（14.5％）

自動二輪
乗車中
（7.4％）

歩行中・その他（4.8％）0～12歳（5.3％）

出典：交通統計（平成22年版）



で
は
各
学
級
か
ら
２
名
ず
つ
、
計
36
名
で
構
成
さ

れ
た
交
通
安
全
委
員
会
が
、
事
前
に
作
成
し
た
登

校
路
の
危
険
個
所
を
記
録
し
た
映
像
を
放
映
。
生

徒
自
身
が
解
説
者
と
な
り
、
そ
の
箇
所
が
な
ぜ
危

険
な
の
か
を
全
校
生
徒
の
前
で
説
明
し
た
。ま
た
、

学
校
周
辺
の
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
も
作
成
し
、
生
徒
全

員
で
危
険
個
所
の
情
報
を
共
有
。
さ
ら
に
は
、
生

徒
会
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ
「
も
し
も
事
故
に
あ
っ

た
ら
」
を
放
映
し
、
万
一
の
際
の
対
処
法
も
学
ぶ

な
ど
、
生
徒
の
自
主
性
を
重
ん
じ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

試
み
が
展
開
さ
れ
た
。

「
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
す
べ
て

『
動
機
づ
け
』
を
重
視
し
た
参
加
体
験
型
教
育
で

あ
る
と
い
う
点
で
す
。
私
た
ち
は
、
生
徒
が
自
主

的
に
学
ぶ
た
め
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
交
通
安
全
に
つ
い
て
学

ぶ
際
に
、上
か
ら
一
方
的
に
教
わ
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
が
自
主
的
に
考
え
、
解
決
に
向
け
た
行
動
改

善
を
行
う
。
そ
れ
を
他
の
生
徒
に
も
呼
び
か
け
、

生
徒
全
員
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
流
れ
を
つ
く
る
こ

と
が
、
と
て
も
重
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
今

年
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、『
上
級
生
が
下
級

生
に
教
え
る
』、『
中
学
生
が
小
学
生
に
教
え
る
』、

『
中
学
生
が
ヒ
ヤ
リ
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て
、
地
域

の
警
察
や
教
育
委
員
会
に
提
案
す
る
』
と
い
う
活

動
に
ま
で
、
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

う
し
て
自
転
車
教
育
の
輪
が
、
世
代
を
超
え
て
地

域
に
広
が
る
こ
と
で
、『
自
分
た
ち
の
町
を
、
自

分
た
ち
で
良
く
し
た
い
』
と
い
う
、
あ
る
種
の
社

会
意
識
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
P
T
A
な

ど
も
巻
き
込
み
、
こ
の
運
動
を
大
人
も
参
加
で
き

る
も
の
に
育
て
て
い
け
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
、
大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」。

蓮
花
教
授
ら
に
よ
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
高
齢
者
の
自
転
車
教
育
に
関
わ
る
調
査
研
究

も
進
め
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
こ
う
し
た
個
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
総
合
的
に
体
系
化
し
、
社
会
に
発

信
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

自
転
車
教
育
に
つ
い
て
は
、
ホ
ン
ダ
で
も
そ

の
重
要
性
を
認
識
し
、
教
育
機
器
の
開
発
や
教
材

の
作
成
、
全
国
５
ヵ
所
に
設
け
た
地
区
普
及
ブ
ロ

ッ
ク
を
通
じ
た
指
導
者
育
成
な
ど
に
力
を
注
い
で

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
今
年
４
月
、
新
た
に

中
・
高
校
生
向
け
の
自
転
車
教
育
用
教
材
を
作
成

し
、
希
望
者
が
自
由
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
無
料
）
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
教
材
は
、
中
学
・
高

校
の
教
職
員
や
、
地
域
の
交
通
安
全
指
導
者
が
、

自
転
車
教
育
を
実
施
す
る
と
き
に
役
立
つ
「
自
転

車
教
育
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
、
指
導
時
に
使
用

す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
で
構
成
。
実
際
に
中
・

高
校
生
が
起
こ
し
た
自
転
車
事
故
を
も
と
に
安
全

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

５
月
24
日
に
、
こ
の
新
教
材
と
、
ホ
ン
ダ
自

転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
自
転
車
教
育

が
、
高
知
県
高
岡
郡
に
あ
る
津
野
町
立
葉
山
中
学

校
で
実
施
さ
れ
、
当
日
は
同
校
の
２
年
生
22
名
が

参
加
し
た
。
葉
山
中
学
校
は
山
間
部
に
位
置
し
、

生
徒
数
は
３
学
年
で
計
94
名
。
そ
の
大
多
数
が
自

転
車
通
学
を
行
っ
て
お
り
、
中
に
は
40
〜
50
分
も

か
け
て
通
学
す
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。
こ
う
し

た
環
境
の
中
で
、
今
回
の
自
転
車
教
育
を
実
施
し

た
目
的
に
つ
い
て
、
同
校
の
正
木
敬
造
校
長
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

「
こ
の
あ
た
り
は
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
も

限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
転
車
は
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
、
ま
さ
に
生
活
の
足
で
す
。
登
下
校
な
ど

で
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
安
全
運
転
の
基
本

を
し
っ
か
り
教
え
込
む
必
要
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
彼
ら
も
や
が
て
進
学
す
る
と
、
交
通

量
の
多
い
町
中
で
の
自
転
車
利
用
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
場

面
を
想
定
し
た
教
育
を
行
っ
て
お
け
ば
、
必
ず
将

来
役
立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

こ
の
日
は
ま
ず
、
同
校
の
増
田
麻
美
教
諭
の

指
導
の
も
と
、
周
辺
地
域
で
発
生
し
た
事
故
事
例

さ
せ
る
教
育
を
行
っ
た
。

「
②
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
」
は
、
ホ※

２

ン
ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
実

施
。
こ
の
講
習
は
、
実
際
の
交
通
場
面
で
起
こ
り

う
る
危
険
な
状
況
を
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
通
じ

て
安
全
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
り
、

こ
の
講
習
を
通
じ
て
生
徒
た
ち
の
危
険
予
測
能
力

の
向
上
を
図
っ
た
。

「
③
自
転
車
技
能
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
白
子
中

学
校
テ
ニ
ス
部
の
生
徒
31
名
を
対
象
に
実
施
。
上

位
者
に
は
表
彰
を
行
う
な
ど
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
工
夫
も
施
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト

の
成
績
の
上
位
者
は
左
右
確
認
時
の
首
振
角
度
が

大
き
く
、
減
速
も
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
下
位
者
は
ほ
と
ん
ど
首
も
振
ら
ず
、
減
速
も

し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
技
能
的
な
課
題
を
生
徒

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
本
人
の
自
覚

を
促
す
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

「
④
自
主
活
動
型
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
に
つ
い

て
は
、
創
徳
中
学
校
の
全
校
生
徒
を
対
象
に
、
生

徒
会
主
導
の
交
通
安
全
集
会
を
開
催
し
た
。
こ
こ

よ
り
、
確
認
水
準
の
高
い
者
と
、

低
い
者
で
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る

か
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
準

に
あ
っ
た
指
導
の
方
法
を
検
討
し

た
。こ

う
し
て
対
象
を
客
観
的
に

評
価
し
、
全
体
の
傾
向
を
分
析
し

た
り
、
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
手
法
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
な

ど
で
は
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
自
転
車
教
育
で
そ
こ
ま
で
踏

み
込
ん
だ
例
は
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
を
自
転
車
教
育
に
持
ち
込
み
た
い

と
い
う
の
が
、
蓮
花
教
授
ら
の
大
き
な
ね
ら
い
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
評
価
を
終
え
た
後
に
、
蓮
花
教
授

ら
が
２
校
に
提
案
し
た
具
体
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、「
①
集
団
ビ
デ
オ
講
習
」「
②
自
転
車
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
」「
③
自
転
車
技
能
コ
ン
テ
ス

ト
」「
④
自
主
活
動
型
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
の
４

つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
高

い
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

具
体
的
に
み
る
と
、「
①
集
団
ビ
デ
オ
講
習
」

で
は
、
記
録
し
た
自
転
車
利
用
実
態
の
ビ
デ
オ
を

活
用
し
て
、
実
際
に
危
険
な
シ
ー
ン
を
生
徒
に
見

せ
な
が
ら
、
正
し
い
確
認
の
仕
方
や
交
通
ル
ー
ル

な
ど
を
指
導
。
自
分
た
ち
の
課
題
を
生
徒
自
身
に

気
づ
か
せ
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
か
を
考
え

中
学
生
は
校
則
に
従
お
う
と
す
る
意
識
が
強
い
こ

と
も
あ
っ
て
、ル
ー
ル
の
遵
守
は
ま
ず
ま
ず
だ
が
、

一
時
停
止
や
交
差
点
で
の
左
右
確
認
な
ど
、
基
本

的
な
安
全
行
動
が
未
熟
で
、
そ
の
自
覚
も
乏
し
い

と
い
う
結
果
が
出
た
。

「
そ
こ
で
、
ま
ず
中
学
生
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

っ
て
、
自
転
車
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
年
代
は
、
大
人
の
言
う
こ

と
に
従
順
な
面
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
き
ち
ん

と
教
育
す
れ
ば
マ
ナ
ー
も
含
め
た
行
動
の
改
善
に

結
び
つ
き
や
す
い
。
や
が
て
彼
ら
が
高
校
生
、
大

学
生
に
な
っ
て
か
ら
の
改
善
効
果
も
期
待
で
き
る

と
考
え
た
わ
け
で
す
」。

蓮
花
教
授
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
重
要
な
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は「
客
観
評
価
手
法
の
確
立
」

で
あ
る
。
や
み
く
も
に
改
善
を
訴
え
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
年
代
の
一
人
ひ
と
り
が
、
ど
の
よ
う
な

交
通
行
動
を
取
っ
て
い
る
の
か
を
客
観
的
に
評
価

検
証
し
、
そ
れ
を
本
人
に
示
す
こ
と
で
「
気
づ
き
」

を
促
し
、
行
動
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
白
子
中
学
校
と
創
徳
中
学
校

の
生
徒
た
ち
の
自
転
車
利
用
状
況
を
確
認
す
る
た

め
に
、
校
門
や
登
校
路
の
交
差
点
付
近
な
ど
に
ビ

デ
オ
を
設
置
し
、
行
動
観
察
調
査
を
行
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
安
全
確
認
（
左
右
確
認

の
回
数
と
一
時
停
止
状
況
）、
走
行
人
数
（
単
独

か
集
団
か
）、
走
行
状
況
（
並
走
、
会
話
、
脇
見
、

蛇
行
、
片
手
運
転
な
ど
）、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

有
無
な
ど
を
観
察
し
、
生
徒
た
ち
の
自
転
車
利
用

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
、
白
子
中
学
校
の
生
徒
36
名
を
対
象

に
、
生
徒
た
ち
の
確
認
行
動
を
統
計
的
に
把
握
す

る
実
験
を
行
っ
た
。
無
線
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
、
小

型
カ
メ
ラ
、
G
P
S
を
付
け
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
、
登
下
校
で
通
る
道
路
を
普
段
と
同
じ
よ

う
に
走
行
し
て
も
ら
う
と
い
う
内
容
だ
。
こ
れ
に
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実
際
に
あ
っ
た

事
故
事
例
を
も
と
に

生
徒
同
士
で
話
し
合
う

「自転車技能コンテスト」では白子中学校の生徒たちが無線ジ
ャイロセンサ、小型カメラ、GPSを付けたヘルメットを着用
して走行。また、「自転車シミュレーター講習」も行われた

創徳中学校の交通安全委員会の生徒たちが作成した学校周辺の
ヒヤリマップ

押
し
つ
け
で
は
な
く
、

自
主
的
に
学
ぶ
教
育
を

※2 Honda自転車シミュレーター＝自転車利用者のマナーや危険予測能力を高めることを目的に、Hondaが開発した体験型教育機器。
詳細は右記ホームページを参照。http://www.honda.co.jp/simulator/bicycle/

4月15日に開催された「平成22年度国際交通安
全学会研究調査報告会」（5面参照）で研究プロ
ジェクトの成果を発表する帝塚山大学心理福祉学
部の蓮花一己教授



冒
頭
で
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
日
本
は
欧
米

諸
国
と
比
べ
て
、
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
が
悪
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
違
い
は
、

日
本
と
欧
米
の
交
通
安
全
教
育
の
違
い
か
ら
生
じ

る
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を

蓮
花
教
授
に
う
か
が
っ
た
。

「
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
は
自
転
車
の
歩
道
通
行

が
一
部
認
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
日
本
と
自
転
車

の
通
行
ル
ー
ル
の
類
似
性
が
高
い
国
で
す
。
そ
の

ド
イ
ツ
で
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
積
み
上
げ
式

に
一
貫
し
た
交
通
安
全
教
育
を
行
う
と
い
う
国
の

ポ
リ
シ
ー
が
あ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
も
と
で
、
各
年
代
に
合
わ
せ
た
教
育
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
幼
い
子
ど
も
に
は
両
親
が
教

育
す
る
形
式
を
取
っ
て
お
り
、
国
が
指
導
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
、親
た
ち
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

低
年
齢
で
の
教
育
が
、
よ
き
交
通
社
会
人
と
し
て

の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
ベ
ー
ス
と
な
り
、
社
会
に

広
く
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
す
」。

た
だ
し
、
国
に
よ
っ
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
、

交
通
政
策
・
文
化
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
欧
米
の

例
を
そ
の
ま
ま
日
本
に
取
り
入
れ
て
も
意
味
が
な

い
と
、
蓮
花
教
授
は
指
摘
す
る
。
私
た
ち
日
本
人

は
、
日
本
の
社
会
や
文
化
に
合
っ
た
教
育
手
法
を

模
索
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
教
育
内
容
を
常
に
体

系
化
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
共
有
す
る
ド
イ
ツ

の
姿
勢
は
、
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
。

「
私
た
ち
と
し
て
は
、
ま
ず
今
回
の
研
究
成
果

を
も
と
に
、
総
合
的
な
自
転
車
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
整
備
し
、
そ
れ
を
体
系
化
し
て
、
社
会
に
落
と

し
込
ん
で
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
れ

ば
社
会
実
験
と
し
て
、あ
る
特
定
の
地
域
を
選
び
、

教
育
だ
け
で
な
く
、
道
路
環
境
整
備
や
、
社
会
シ

ス
テ
ム
の
改
善
も
含
め
て
自
転
車
利
用
の
あ
り
方

を
考
え
、
他
地
域
の
参
考
に
な
る
改
善
事
例
を
つ

く
り
た
い
。
現
在
、
自
治
体
な
ど
と
接
触
し
て
、

そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

う
し
て
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
を
巻
き
込
ん
で
交
通
状
況
の
改
善
を
進
め

る
こ
と
が
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
交
通
社
会
の
実

現
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
、
蓮
花
教

授
は
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。

最
初
は
増
田
教
諭
が
「
商
店
街
へ
行
く
」
の
コ
ー

ス
を
体
験
し
た
。
終
了
後
に
は
、
上
下
左
右
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
走
行
軌
跡
を
モ
ニ
タ
ー
で

再
生
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
場
面
ご
と
に
潜

む
危
険
や
、
正
し
い
運
転
を
解
説
。
続
い
て
生
徒

の
代
表
者
２
名
が
、「
ス
ー
パ
ー
に
行
く
」「
塾
に

行
く
」
な
ど
、
自
分
で
コ
ー
ス
を
選
ん
で
走
行
体

験
を
行
っ
た
。
ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ
ら
れ
る
場
面
が
出

る
た
び
に
、
他
の
生
徒
か
ら
は
大
き
な
声
が
上
が

っ
た
。

こ
の
日
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体
験

し
た
生
徒
の
一
人
は
、「
ま
わ
り
の
人
か
ら
指
摘

さ
れ
て
、『
あ
っ
、
こ
こ
で
確
認
が
必
要
な
ん
だ
』

と
気
づ
く
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
ま
だ
ま
だ
自
分
の

乗
り
方
に
、課
題
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
周
囲
を
確
認
し
て
、
も
っ
と
安
全
に

乗
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

授
業
を
見
守
っ
た
正
木
校
長
は
、「
生
徒
た
ち

は
、
い
き
い
き
と
し
て
、
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
生
徒
の
側
か
ら
、『
面
白
か
っ
た
！
で
終

わ
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
』
と
い
う
言
葉
が
出
た
の
も
、

非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
教
え
方
が
す
ご
く
上
手
な
の
に
も

感
心
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
授
業
を
提
供
し
て
く

れ
る
と
こ
ろ
に
、
ホ
ン
ダ
の
交
通
安
全
教
育
へ
の

情
熱
を
感
じ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

続
い
て
、
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ

た
授
業
が
行
わ
れ
た
。
指
導
は
、
本
田
技
研
工
業

（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
鈴
鹿
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
担
当
し
た
。

授
業
は
ま
ず
、
自
転
車
を
安
全
に
利
用
す
る

た
め
の
基
礎
知
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
点
検
整
備
、

保
安
部
品
、
サ
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
調
整
な
ど
に

つ
い
て
学
び
、
さ
ら
に
ブ
レ
ー
キ
の
か
け
方
、
ペ

ダ
ル
の
踏
み
方
、
乗
車
姿
勢
な
ど
を
確
認
し
た
。

い
よ
い
よ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体
験
。

に
近
い
も
の
と
し
て
「
無
灯
火
に
よ
る
自
転
車
事

故
」
を
題
材
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
３
面
参
照
）

を
使
っ
て
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。
増
田
教
諭
は
ま

ず
、
手
づ
く
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
設
定
場
面

と
事
故
の
経
緯
を
説
明
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は

「
こ
の
事
故
が
な
ぜ
起
き
た
の
か
」「
そ
の
と
き
の

自
転
車
利
用
者
の
心
理
状
態
」「
事
故
が
起
き
る

と
、
後
々
ど
ん
な
影
響
が
出
る
か
」
と
い
っ
た
問

い
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
記
入
。
そ
の
後
は
６
名
ず
つ
の
班
に
分

か
れ
、グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
。

そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
、
各
班
の
代
表
が

黒
板
に
書
き
込
み
、
今
度
は
ク
ラ
ス
全
員
で
事
故

原
因
や
、当
事
者
の
心
理
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

最
後
に
生
徒
た
ち
が
、
自
分
な
り
の
事
故
防
止
に

向
け
た
決
意
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
終

了
。
生
徒
た
ち
は
お
互
い
の
意
見
に
刺
激
を
受
け

な
が
ら
、
無
灯
火
運
転
に
潜
む
危
険
に
つ
い
て
多

面
的
に
考
え
、
理
解
を
深
め
た
様
子
だ
っ
た
。

指
導
に
当
た
っ
た
増
田
教
諭
は
、「
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
は
、
実
際
に
あ
っ
た
事
故
事
例
を
も
と

に
裁
判
で
の
賠
償
金
額
も
明
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
指
導
案
も
用
意

さ
れ
て
お
り
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
っ

て
い
て
教
え
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
自
転
車
事
故

で
は
自
分
が
加
害
者
に
も
な
り
得
る
こ
と
を
、
生

徒
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
語
っ
て
い
た
。

日
本
の
社
会
・
文
化
に

合
わ
せ
た
自
転
車
教
育
を

生
徒
に
自
分
の
乗
り
方
を

振
り
返
っ
て
も
ら
う
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特集：中・高校生の自転車教育への新たなアプローチ

「ワークシート」と指導案が掲載され

た「中学生・高校生への自転車教育

指導マニュアル」は以下のホームペ

ージからダウンロードが可能（無料）

http://www.honda.co.jp/
safetyinfo/junior/

「なぜ事故が起きたのか？」
「事故を起こす直前の自転車利
用者はどのような心理状態だ
ったか？」「事故が起きるとど
んな影響があるか？」自分の
考えをワークシートに記入

話し合いの内容を全員で共有
するために、グループごとの意
見を代表者が黒板に書き込む

個々のワークシートをもとに
グループで話し合う

生徒の数名に自転車に乗っ
ている時のヒヤリ体験や今
後の決意を発表してもらう

モニターの画面に、ライトを
点灯させている自転車と無灯
火の自転車の画像を表示させ
て、生徒に見え方の違いを確
認してもらう

増田教諭は言葉だけでなく、
見て聞いて理解できるよう、
手づくりのイラストを使って
事故の状況をわかりやすく説
明。

津野町立葉山中学校の正木敬造校長（写
真左）と増田麻美教諭（写真右）

生徒の代表者が自転車シミュレーターを運転している状況
を、他の生徒も確認できるようスクリーンに映し出す

ホンダ 高校生 交通安全 検索

1

2

3

4

5

6



4

校
の
３
・
４
年
生
を
対
象
に
し
た
自
転
車
の

交
通
安
全
教
育
で
あ
る
。
学
校
に
自
分
た
ち

の
自
転
車
を
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、
校
庭
で

実
技
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

吹
田
警
察
署
管
内
で
の
自
転
車
が
関
係
す

る
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
は
こ
の
５
年
間
で

わ
ず
か
１
件
、
件
数
に
占
め
る
重
傷
者
の
割

合
も
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、「
万
一
、

事
故
の
加
害
者
に
な
る
と
、
高
額
な
賠
償
金

を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
訳
で
す
か

ら
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に
講
習
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
自
転
車

の
安
全
利
用
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
泉

主
査
は
語
る
。

転
す
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
協
議
会
で
は
児
童
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
昨
年

よ
り
講
習
会
で
の
無
料
進
呈
を
開
始
し
た
。

講
義
で
は
講
師
役
の
、
吹
田
警
察
署
交
通

課
長
の
澤
池
祥
之
さ
ん
が
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
に
つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
屋
外
の
コ

ー
ス
で
、
典
型
的
な
自
転
車
事
故
の
再
現
事

例
を
見
学
。
教
習
所
の
指
導
員
た
ち
が
ク
ル

マ
と
自
転
車
に
分
乗
し
、
迫
力
あ
る
事
故
事

例
の
実
演
を
披
露
し
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

事
故
を
防
げ
る
か
受
講
者
に
考
え
て
も
ら

う
。
そ
の
後
、
指
導
員
が
正
し
い
危
険
回
避

習
会
当
日
の
役
割
分
担
と
し
て
、
講
習
を
吹

田
警
察
署
、
自
転
車
の
安
全
点
検
を
吹
田
自

転
車
組
合
、
実
技
指
導
を
吹
田
自
動
車
教
習

所
、
免
許
証
の
作
成
を
吹
田
市
役
所
が
担
当

し
て
い
る
。

協
議
会
の
事
務
局
を
務
め
る
吹
田
市
役
所

交
通
政
策
課
主
査
の
泉
雅
之
さ
ん
に
、
講
習

会
を
始
め
た
経
緯
を
尋
ね
る
と
、「
既
に
実

施
し
て
い
た
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
自
転
車

講
習
を
全
面
的
に
見
直
し
、
幅
広
い
市
民
の

方
々
に
自
転
車
の
安
全
運
転
を
啓
発
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
近
隣
各
市
で
の
実
施
事

例
を
参
考
に
、
平
成
17
年
よ
り
免
許
証
交
付

と
い
う
新
し
い
啓
発
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
て

開
始
し
た
の
が
、
現
在
の
形
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

こ
の
日
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
85
名

が
受
講
し
た
。

受
講
す
る
小
学
生
に
は
自
転
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
が
無
料
進
呈
さ
れ
、実
技
講
習
を
受
け

る
時
に
着
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

道
路
交
通
法
で
は
、
13
歳
未
満
の
児
童
・

幼
児
の
保
護
責
任
者
は
幼
児
を
自
転
車
に
同

乗
さ
せ
る
時
、
児
童
・
幼
児
が
自
転
車
を
運
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教育
最前線

多くの市民に自転車の正しい交通ルールと
事故を未然に防ぐ安全な運転方法を
学んでもらうために

の
模
範
走
行
を
示
し
、
受
講
者
は
安
全
な
走

行
方
法
を
学
ん
だ
。

最
後
に
、
受
講
者
全
員
が
自
転
車
に
乗
り
、

指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
走
行
す
る
。ス
タ
ー
ト

直
後
の
「
止
ま
れ
」
の
標
識
の
あ
る
交
差
点

で
は
、停
止
線
の
手
前
で
必
ず
止
ま
っ
て
、左

右
の
安
全
確
認
を
行
う
こ
と
。
前
方
に
駐
車

車
両
が
あ
る
場
合
は
、一
度
止
ま
っ
て
後
方
を

振
り
返
り
、
ク
ル
マ
が
来
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
回
避
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

実
技
講
習
が
終
わ
る
と
、
全
員
に
自
転
車

安
全
運
転
免
許
証
が
交
付
さ
れ
る
。自
分
の

顔
写
真
の
入
っ
た
免
許
証
を
手
に
し
た
子
ど

も
た
ち
は
笑
顔
を
浮
か
べ
、
最
後
に
吹
田
警

察
署
の
澤
池
課
長
が
「
今
日
、
学
ん
だ
こ
と

を
近
所
の
人
や
、
学
校
の
友
だ
ち
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
」
と
講
評
を
述
べ
、
講
習
会
は
終

了
し
た
。

協
議
会
で
は
、
こ
の
講
習
会
と
は
別
に
、

園
児
や
小
学
生
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
、
市
立
小
学

連載 24

交
差
点
で
は
止
ま
っ
て

安
全
確
認
の
励
行

市
立
の
全
小
学
校
に
お
い
て

自
転
車
の
交
通
安
全
教
育
を
実
施

ポ
イ
ン
ト
○3

ポ
イ
ン
ト
○2

1

「自転車安全運転免許証交付講習会」の内容

講義
自転車はクルマの仲間で
あるため道路の左側を通
行することや、歩道の通
行方法等に関するルール
について、吹田警察署の
講師の方が丁寧に説明。
また、ビデオの視聴を通
して二人乗りや並進、傘
差し運転等は法律で禁止
されていることを学ぶ。

●大阪府吹田市・自転車安全運転免許証交付講習会

自転車の安全点検説明2

典
型
的
な
自
転
車
の

事
故
事
例
を
再
現

受
講
す
る
小
学
生
全
員
に

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
進
呈

小学生には自転車ヘルメットが進呈された

吹田警察署の
澤池課長より
受講者代表に
免許証を交付

自転車安全運転免許証

吹田市役所交通政策課
主査の泉雅之さん

小・中学生とその保護者、高齢者など85名が３時間の講習を熱心に受講

ポ
イ
ン
ト
○1

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
５
月

15
日
、
大
阪
府
吹
田
市
内
の
吹
田
自
動
車
教

習
所
で
自
転
車
安
全
運
転
免
許
証
交
付
講
習

会
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催：

「
交
通
事
故
を

な
く
す
運
動
」
吹
田
市
推
進
協
議
会
（
以
下
、

協
議
会
））。

こ
の
講
習
会
は
春
と
秋
の
年
２
回
、
小
学

３
年
生
以
上
で
自
転
車
を
運
転
さ
れ
る
方
を

対
象
に
実
施
。（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
、

参
加
費
は
無
料
）。
講
習
を
受
け
る
と
、
自

転
車
安
全
運
転
免
許
証
が
交
付
さ
れ
る
。
講

吹田自転車組合のスタッ
フがブレーキやタイヤな
ど自転車の点検箇所を解
説。安全に利用するため
には、自分の体格に合わ
せてサドルの高さを調整
しておくことも重要であ
るとアドバイス。

実技講習4
「止まれ」の標識のある交差点では、一度止まってから首を左右に動
かし、安全確認を行うよう基本動作を指導。

事故事例再現3
クルマと自転車による典
型的な事故を回避する運
転技能を紹介。左折時の
内輪差による巻き込み事
故や、駐車車両の間から
飛び出してクルマと衝突
する事故事例などを再現。

コースの途中には、パイロンスラロームや８の字など高度なバランス
感覚を養うための走行環境も設定されている。



を
見
直
す
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と

い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。

当
日
、
指
導
に
も
当
た
っ
た
同
社
取
締

役
の
倉
持
豊
さ
ん
は
、「
ク
ル
マ
を
売
る

だ
け
で
は
な
く
、
お
客
様
に
安
全
な
カ
ー

ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の

思
い
か
ら
７
年
前
に
手
探
り
で
は
じ
め
、

毎
年
春
と
秋
の
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
毎
回
評
価
の
声
を
多
数
い
た

だ
き
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
私

た
ち
も
ス
ク
ー

ル
の
意
義
を
強

く
感
じ
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

倉
持
さ
ん
は
、
ス
ク
ー
ル
開
催
の
メ
リ

ッ
ト
は
参
加
者
だ
け
に
限
ら
な
い
と
い

う
。「
指
導
に
当
た
る
の
は
私
も
含
め
社
員

で
す
。
お
客
様
と
話
す
機
会
が
少
な
い
サ

ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
も
担
当
し
ま
す
。
教
え

る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
な
く
、
私
た
ち

も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
で
、お
客
様
と
の

距
離
が
縮
ま
り
、風
通
し
の
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。
ス
ク
ー
ル

を
通
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
成
長
し
て
い
く

の
を
肌
で
感
じ
ま
す
」。

者
は
身
に
つ
け
た
。

最
後
に
、
動
画
K
Y
T
（
危
険

予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
に
よ
る
危

険
感
受
性
を
高
め
る
た
め
の
座
学

が
行
わ
れ
、
安
全
運
転
研
修
は
終

了
し
た
。

な
お
、
参
加
者
は
年
間
を
通
し

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
効
果
の
確
認

を
行
う
な
ど
、
節
目
を
捉
え
て
研

修
内
容
を
振
り
返
る
。

「
こ
の
研
修
は
、
日
常
の
運
転
で

は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
る
点
が

効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
安
全
意

識
を
高
め
る
上
で
、
実
技
に
よ
る

教
育
は
た
い
へ
ん
重
要
な
も
の
と

当
社
で
も
位
置
づ
け
て
い
ま
す
」

と
、
松
澤
さ
ん
は
参
加
体
験
型
の

実
践
教
育
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
５
月
24
日
、

埼
玉
県
の
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
埼
玉
中
で
は
、

６
拠
点
合
同
で
お
客
様
を
対
象
と
し
た
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
。

ス
ク
ー
ル
は
午
後
１
時
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
参
加
者
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
A
B
S
体
験
を
は
じ
め
と
す
る
５
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
交
互
に
行
っ
た
。

A
B
S
体
験
で
は
、
セ※

ー
フ
テ
ィ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を
持
つ
同
社
ス
タ

ッ
フ
が
A
B
S
非
装
着
車
で
、
す
べ
り
や

す
い
路
面
コ
ー
ス
を
走
行
。
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
と
タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク
。
ハ
ン
ド

ル
操
作
も
効
か
ず
、
コ
ー
ス
が
終
わ
る
ま

で
す
べ
っ
て
い
く
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
A
B
S
装
着
車
で

同
じ
路
面
を
走
行
し
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
も
タ
イ
ヤ
が
ロ
ッ
ク
せ
ず
に
停
止
で

き
る
こ
と
を
体
験
。
路
面
状
態
に
よ
っ
て

例
外
は
あ
る
も
の
の
、
A
B
S
作
動
時
の

方
が
よ
り
短
距
離
で
停
止
で
き
、
参
加
者

は
驚
き
と
と
も
に
効
果
を
実
感
し
て
い
た
。

こ
の
他
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ

ー
に
よ
る
衝
突
体
験
、
縦
列
駐
車
や
車
庫

入
れ
、
日
常
点
検
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
の
運
転

ね
ら
い
で
す
」
と
話
す
。
こ
の
日

は
、
同
支
社
が
管
轄
す
る
四
国
４

県
の
支
店
等
か
ら
21
名
の
社
員
が

参
加
し
た
。

実
技
で
は
日
常
点
検
、
正
し
い

運
転
姿
勢
の
確
認
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
後
、
す
べ
り
や
す
い
路
面
で

の
急
制
動
。
30
㎞
／
h
と

40

㎞
／
h
で
走
行
し
、
目
標
位
置
か

ら
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
停
止
す

る
と
い
う
も
の
。
す
べ
り
や
す
い

路
面
で
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
、

A
B
S
（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
・
ブ
レ

ー
キ
・
シ
ス
テ
ム
）
が
作
動
し
た

時
の
ク
ル
マ
の
挙
動
を
参
加
者
に

体
感
し
て
も
ら
う
。
次
に
、
反
応

制
動
。
40
㎞
／
h
で
走
行
中
に
正

面
に
あ
る
信
号
を
点
灯
さ
せ
、
そ

れ
を
確
認
し
て
か
ら
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
て
停
止
す
る
と
い
う
も

の
。
危
険
を
感
じ
て
か
ら
、
急
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
ク
ル
マ
が
停
止

す
る
ま
で
要
す
る
距
離
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
安
全
な
車
間
距
離

（
車
間
時
間
）
の
と
り
方
を

学
ぶ
。

続
い
て
、
狭
路
走
行
。
パ

イ
ロ
ン
を
並
べ
て
設
定
さ
れ

た
狭
い
コ
ー
ス
を
前
進
と
後

退
で
走
行
す
る
。
ク
ル
マ
の

死
角
を
意
識
し
な
が
ら
安
全

に
切
り
返
し
や
バ
ッ
ク
を
行

う
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
加
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鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ

ン
タ
ー
は
、
ホ
ン
ダ
の
安
全
運
転

研
修
施
設
「
ホ
ン
ダ
セ
ー
フ
テ
ィ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
四
国
」

（
香
川
県
坂
出
市
）
で
、
中
・
四

国
地
方
の
企
業
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を

対
象
と
し
た
安
全
運
転
研
修
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

５
月
16
日
に
は
、（
株
）
N
T
T

ド
コ
モ
四
国
支
社
（
香
川
県
高

松
市
）
の
安
全
運
転
研
修
が
行
わ

れ
た
。
同
支
社
で
は
、
各
支
店
で

座
学
に
よ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る

が
、
３
年
前
に
こ
の
実
技
研
修
を

加
え
た
。
総
務
部
勤
労
担
当
主
査

の
松
澤
正
弘
さ
ん
は
、「
四
国
は

都
市
部
と
異
な
り
移
動
手
段
が
制

約
さ
れ
る
た
め
、
営
業
な
ど
の
移

動
に
は
ク
ル
マ
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
安
全
運
転
は
業

務
上
、
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
の

研
修
で
は
実
技
を
通
じ
て
、
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
考
え
方
と
運
転
技

術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
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現
場
訪
問

実
技
を
通
じ
て
ク
ル
マ
の
特
性
を
理
解
し
、

事
故
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
う

ホ
ン
ダ
で
は
毎
年
、「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」（
主
催：

内
閣
府
ほ
か
）
に

あ
わ
せ
て
、
全
国
の
販
売
会
社
（
二
輪
・

四
輪
）、
全
国
７
カ
所
の
交
通
教
育
セ
ン

タ
ー
、
ホ
ン
ダ
事
業
所
及
び
関
係
会
社
の

オ
ー
ル
ホ
ン
ダ
で
、
春
の
セ
ー
フ
テ
ィ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
（
期
間：

４
月
28
日
〜
５
月

31
日
）
を
開
催
し
て
い
る
。

６
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、
鈴
鹿
サ
ー

キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
鈴

鹿
市
）
で
「
第
11
回
全
国
自
動
車
教
習
所

教
習
指
導
員
安
全
運
転
競
技
大
会
」（
主

催：

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普

及
本
部
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、

全
国
自
動
車
教
習
指
導
員
の
自
己
研
鑽
へ

の
動
機
づ
け
や
、
他
の
教
習
所
と
の
交
流

●
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
埼
玉
中

埼
玉
県
で
６
拠
点
合
同
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
開
催

●
第
11
回
全
国
自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
安
全
運
転
競
技
大
会

全
国
の
教
習
指
導
員
が
日
頃
の
技
と
指
導
力
を
競
う

●（
株
）N
T
T
ド
コ
モ
四
国
支
社

４
月
15
日
、
経
団
連
会
館
（
東

京
都
千
代
田
区
）
で
、「
平
成
22

年
度
国
際
交
通
安
全
学
会
研
究

調
査
報
告
会
な
ら
び
に
学
会
賞

贈
呈
式
」
が
開
催
さ
れ
た
。

研
究
調
査
報
告
会
は
、
平
成

22
年
度
に
成
果
が
明
ら
か
に
な

っ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

か
ら
「
超
高
齢
化
都
市
に
要
求

さ
れ
る
移
動
の
質
と
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
」「
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
自
転

車
利
用
者
の
心
理
行
動
特
性
を

踏
ま
え
た
安
全
対
策
の
研
究
」

（
１
〜
３
面
参
照
）
な
ど
４
テ

ー
マ
が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
32
回
国
際
交
通
安

全
学
会
賞
の
受
賞
者
は
以
下
の

通
り
。

﹇
業
績
部
門
﹈

能
登
空
港
利
用
促
進
協
議
会
・

能
登
空
港
利
用
促
進
同
盟
会

「
地
域
の
核
と
し
て
の
能
登
空

港
、」、
札
幌
市
「
都
心
幹
線
街

路
に
お
け
る
歴
史
的
親
水
緑
地

空
間
の
復
元
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
札
幌
市
創
成
川
通
ア
ン
ダ

ー
パ
ス
連
続
化
事
業
〜
」

﹇
著
作
部
門
﹈

中
村
良
夫
「
都
市
を
つ
く
る
風

景
―
「
場
所
」
と
「
身
体
」
を

つ
な
ぐ
も
の
」

﹇
論
文
部
門
﹈

南
部
繁
樹
・
吉
田
傑
・
赤
羽
弘

和
「
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
の
分
析

に
基
づ
く
救
急
車
へ
の
緊
急
走

行
支
援
方
策
の
検
討
」

NEWS REVIEW

※動画KYT＝実際の交通状況を再現した動画を見ながら危険を予測し、結果を参加者同士が振り返って議論することで安全を学ぶ教育機器。
詳しくは右記のホームページを参照。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/animation_kyt/

動画KYTを使って、様々な交通状況に潜む危険を知ってもらう

久喜自動車学校の広いコースを使って、
参加者はABSなどを体験

日常点検のやり方を熱心に
聞き入る参加者

HST四国での安全運転研修
についての詳細は鈴鹿サー
キット交通教育センター
（TEL：059-378-0387）ま
で、お問合せください。

TOPICS
★

インストラクターが狭路で後退や切り返しを行う際のポイントをアドバイス

●平成22年度国際交通安全学会研究調査報告会ならびに学会賞贈呈式

（株）NTTドコモ 四国
支社総務部勤労担当
主査の松澤正弘さん

すべりやすい路面でABSの効果を体験

Honda Cars埼玉中
取締役・倉持豊さん
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ま
た
、「
今
後
は
お
客
様
だ
け
で
は
な
く

地
域
の
方
々
も
招
い
て
、
感
謝
祭
も
同
時

に
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

に
根
づ
く
四
輪
販
売
会
社
と
し
て
、
安
全

運
転
の
普
及
で
地
域
貢
献
が
で
き
る
な

ら
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

今回初めて参加しました。楽しみ
ながら安全運転を学べて、きちん
とした指導も受けられる。私は縦
列駐車が苦手だったのですが、ス
ムーズに入れられるようになりま

した。とても参考になり、満足しています。今回
のスクールに限らず、Hondaの安全に対する取り
組みは素晴らしいと思います。私も会社で安全運
転を指導する立場にあり、危険予測トレーニング
の教材を活用させてもらっています。今後も期待
しています。

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
２
０
０
１
年
よ
り
毎
年
開

催
。
今
年
か
ら
社
団
法
人
全

日
本
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会

連
合
会
が
後
援
し
て
い
る
。

開
会
式
で
は
、
大
会
運
営
委

員
長
を
務
め
る
千
葉
英
雄
・
本

田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
事
務
局
長
が
「
出
場

を
め
ざ
し
、
日
々
の
練
習
に
励

ん
で
い
る
多
く
の
教
習
指
導
員
の
方
々
の

情
熱
と
努
力
に
報
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
、
今
大
会
の
開
催
を
決
定
し
ま
し

た
。『
安
全
運
転
』
と
い
う
同
じ
志
を
持

つ
仲
間
と
し
て
、
こ
う
し
た
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
が
ホ
ン
ダ
の
使
命
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
述
べ
た
。
ま
た
来
賓
を
代
表

し
て
、
吉
田
英
法
・
社
団
法
人
全
日
本

指
定
自
動
車

教
習
所
協
会

連
合
会
専
務

理
事
が
挨
拶

を
行
っ
た
。

今
大
会
に

は
、
全
国
25

都
府
県
79
教
習
所
か
ら
１
３
４
名
の
選
手

が
参
加
。
普
通
二
輪
部
門
、
大
型
二
輪
部

門
、
四
輪
部
門
に
分
か
れ
、
運
転
技
術
の

正
確
さ
や
タ
イ
ム
を
競
う
４
種
目
の
実
技

競
技
と
、
実
技
指
導
力
に
取
り
組
ん
だ
。

普
通
二
輪
部
門
総
合
１
位
の
岡
崎
自
動

車
学
校
（
愛
知
県
）
・
安
岡
丈
仁
さ
ん
、

同
２
位
の
早
鞆
自
動
車
学
校
（
山
口

県
）
・
久
永
隆
一
さ
ん
、
大
型
二
輪
部
門

総
合
１
位
の
ア
ヤ
ハ
水
口
自
動
車
教
習
所

（
滋
賀
県
）
・
林
勇
樹
さ
ん
、
四
輪
部
門

総
合
１
位
の
ア
ヤ
ハ
自
動
車
教
習
所
（
滋

賀
県
）
・
河
端
淳
史
さ
ん
に
は
、
全
日
本

指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
連
合
会
会
長
賞

が
贈
呈
さ
れ
た
。

※
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
お
客
様
に
店
頭

な
ど
で
安
全
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
ホ
ン
ダ
の
社
内

資
格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ

吉田英法・社団法人 全日
本指定自動車教習所協会
連合会専務理事

大型二輪部門「一本橋」

四輪部門「コーススラローム」

全国25都府県79教習所から134名の選手が参加

お客様
の声 ●川島勇太さん



交
通
安
全
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
学
校

側
が
生
徒
の
交
通
行
動
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
明
ら
か
に
し
た
実

態
や
課
題
に
対
応
さ
せ
た
教
育
計
画
を
立
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

三
木
北
高
校
の
よ
う
に
、
実
態
調
査
を
活
用
し
た

生
徒
自
身
に
よ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ
く
り
は
、
生

徒
が
主
体
的
に
参
加
で
き
る
活
動
と
し
て
交
通
安
全

へ
の
動
機
づ
け
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
学

校
に
は
報
告
さ
れ
な
い
事
故
が
あ
っ
た
と
い
う
実
態

に
対
し
て
は
、
事
故
に
遭
っ
た
時
の
対
応
を
取
り
上

げ
た
授
業
を
計
画
し
、
実
施
し
て
い
る
。
佐
沼
高
校

で
は
、
原
付
通
学
者
に
安
全
運
転
意
識
を
常
に
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
講
習
会
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
態
や
課
題
に
対
応
さ
せ

た
教
育
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

意
識
も
変
化
し
て
い
く
は
ず
だ
。

さ
ら
に
、
そ
の
結
果
が
ど
う
な
っ
た
の
か
を
再
び

実
態
調
査
で
把
握
し
、
対
策
を
立
て
る
こ
と
、
い
わ

ゆ
る
P※
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
で
、

改
善
に
つ
な
が
る
。

加
え
て
、
こ
う
し
た
地
道
な
取
組
み
を
支
え
て
い

る
の
は
梶
原
教
諭
や
金
野
教
諭
の
よ
う
に
、
生
徒
の

安
全
を
守
る
た
め
に
、
継
続
的
に
粘
り
強
く
指
導
す

る
意
識
や
情
熱
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
先
生
方
を
、

他
の
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
高
校
の
交
通
安
全
教
育
は
よ
り
一
層
充
実
し
た

も
の
に
な
る
。

「
教
職
員
が
交
通
違
反
や
交
通
事
故
の
刑
罰
に
つ

い
て
解
説
し
、
職
業
に
よ
っ
て
は
違
反
や
事
故
で
将

来
就
け
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
生
徒
に
伝
え

ま
し
た
。
ま
た
、
事
故
を
見
た
り
、
事
故
に
遭
っ
た

時
の
対
応
を
班
ご
と
に
話
し
合
う
場
を
設
け
、
生
徒

の
気
づ
き
を
促
す
形
で
、
軽
微
な
事
故
で
あ
っ
て
も

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
に
指
導
し
ま
し
た
」。
こ
う

し
た
授
業
が
生
徒
が
事

故
や
違
反
を
自
分
の
問

題
と
し
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
梶
原

教
諭
は
い
う
。

宮
城
県
佐
沼
高
等
学
校
（
宮
城
県
登
米
市
）
も
生

徒
へ
の
交
通
安
全
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
高
校
の

１
つ
だ
。
同
校
に
は
６
９
０
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お

り
、
１
年
生
は
約
90
％
が
自
転
車
を
利
用
し
て
通
学

し
て
い
る
。
同
校
で
は
入
学
直
後
の
１
年
生
に
対
す

る
指
導
と
し
て
、
自
転
車
で
登
校
し
た
際
、
指
定
場

所
の
範
囲
内
に
正
し
く
自
転
車
を
駐
輪
す
る
こ
と
、

そ
し
て
必
ず
施
錠
を
行
う
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
。

「
日
々
、
教
職
員
が
駐
輪
場
を
確
認
し
、
で
き
て

な
い
生
徒
に
は
注
意
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
当
た

り
前
の
こ
と
を
、
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に
意
識
を

高
め
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
心
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
て
こ
そ
、
そ
の
後
の
交
通
安
全
教
育
が
活
き
て
く

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
同
校
生
徒
指
導
部
交
通

係
の
金
野
直
人
教
諭
は
語
る
。

１
年
生
の
夏
休
み
以
降
、
自
宅
か
ら
高
校
ま
で
の

距
離
が
10
㎞
以
上
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
す
生
徒

は
、
原
付
免
許
の
取
得
が
許
可
さ
れ
る
。
同
校
で
は

９
月
、
夏
休
み
に
原
付
免
許
を
取
得
し
た
１
年
生
を

対
象
に
し
た
バ
イ
ク
安
全
運
転
講
習
会
を
近
隣
の
教

習
所
で
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
講
習
会
は
座
学
（
１

時
間
）
と
実
技
（
１
時
間
）
で
構
成
。
座
学
で
は
二

輪
車
の
運
転
特
性
や
交
通
法
規
な
ど
を
学
ぶ
。
実
技

で
は
、
教
習
指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

各
自
の
バ
イ
ク
で
急
制
動
、
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
、

Ｓ
字
・
ク
ラ
ン
ク
走
行
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取

り
組
む
。

こ
れ
に
加
え
、
毎
年
６
月
の
定
期
試
験
最
終
日
に

も
原
付
通
学
者
全
員
を
対
象
に
安
全
運
転
講
習
会
が

行
わ
れ
る
。

「
前
年
度
の
冬
休
み
と
春
休
み
に
免
許
を
取
得
し

た
生
徒
を
含
め
て
、
全
員
に
受
講
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
運
転
に
慣
れ
た
頃
が
最
も
危
険
な
の
で
、
基

本
に
立
ち
戻
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
１
年
生

の
夏
休
み
に
免
許
を
取
得
し
た
生
徒
は
３
回
受
講
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
」。

原
付
で
通
学
す
る
た
め
に
は
、
任
意
保
険
の
加
入
、

年
度
初
め
に
二
輪
販
売
店
で
の
点
検
も
義
務
づ
け
ら

れ
る
。
２
、
３
年
生
で
は
原
付
で
の
通
学
者
が
約

35
％
に
な
る
と
い
う
。

「
通
学
距
離
が
長
い
た
め
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
原

付
を
利
用
し
て
い
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の

た
め
、
無
茶
な
運
転
を
す
る
と
い
う
よ
り
、
危
険
予

測
が
上
手
く
で
き
な
い
生
徒
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
自
分
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い

る
危
険
を
想
像
す
る
力
が
弱
い
。
そ
の
た
め
、
危
険

予
測
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
講
習
会
な
ど
様
々
な
機

会
を
通
じ
て
訴
え
て
い
ま
す
」
と
金
野
教
諭
は
話
す
。

「
高
校
生
で
あ
っ
て
も
交
通
事
故
の
被
害
者
だ
け

で
な
く
、
加
害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、
最
悪
の
場
合
、
自
分
の

描
い
た
将
来
が
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
わ
け
で
す
。
私
た
ち
は
生
徒
に
そ
う
い
う
思
い
を

味
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い
、
交
通
安
全
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
効
果
的
な

交通安全教育の潮流

に
は
自
転
車
で
、
ク
ル
マ
と
接
触
し
た
こ
と
が
あ
る

と
回
答
し
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。
自
分
に
大
き
な
被

害
が
な
け
れ
ば
、
相
手
の
連
絡
先
も
聞
か
ず
に
そ
の

ま
ま
別
れ
、
学
校
に
報
告
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

実
際
に
、
学
校
に
報
告
さ
れ
て
い
る
事
故
以
外
に
も
、

予
備
軍
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」。

こ
の
「
交
通
安
全
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
得
ら
れ
た

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
は
１
年
生
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
し
て
ま
と
め
、
文
化
祭
で
展
示
し
た
そ
う
だ
。

「
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
生
徒
た
ち
が
危
険
箇
所

に
行
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
明
ら
か

に
な
っ
た
危
険
箇
所
や
交
差
点
に
２
ヵ
月
に
１
回
、

朝
の
通
学
時
間
帯
に
教
員
と
育
友
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
の

役
員
が
立
ち
、生
徒
に
登
校
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

同
校
で
は
毎
年
４
月
に
生
徒
指
導
部
の
教
職
員
が

自
転
車
通
学
者
に
対
し
て
交
通
安
全
講
話
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
７
月
に
は
警
察
な
ど
外
部
か
ら
講
師

を
招
い
て
、
生
徒
と
保
護
者
向
け
に
も
講
話
を
実
施

し
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
、
昨
年
度
は
各
学
年
で
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
の
時
間
に
交
通
安
全
教
育
の
授
業
を
行
っ
た
。
２

年
生
、
３
年
生
に
は
「Safety

A
ction

21

」（
下
記
参

照
）
を
活
用
。
授
業

で
は
「
違
反
や
事
故

は
あ
な
た
の
人
生
設

計
に
影
響
を
与
え
る
」

「
事
故
に
あ
っ
た
ら
ど

う
す
る
？
事
故
を
見

た
ら
ど
う
す
る
？
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
指

導
資
料
が
使
わ
れ
た
。

運
転
免
許
を
取
得
で
き
る
年
齢
と
な
り
、
交
通
社

会
に
一
人
前
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
高
校
生
。
自
分
の

命
を
守
る
と
い
う
意
識
、
他
者
へ
の
配
慮
な
ど
を
、

教
育
現
場
で
は
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
回
（
４
・
５
月
号
）
で
は
、
課
題
の
ひ
と
つ
と

し
て
指
導
す
る
側
の
「
知
識
の
教
授
の
み
な
ら
ず
、

高
校
生
に
対
す
る
動
機
づ
け
の
重
要
性
」
を
提
起
し

た
。
今
回
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

２
つ
の
高
校
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
教
育
現

場
で
ど
の
よ
う
に
交
通
安
全
教
育
を
実
践
し
て
い
く

べ
き
か
を
探
っ
て
い
く
。

平
成
22
年
度
に
「
高
校
交
通
教
育
の
実
践
」
モ
デ

ル
校
に
指
定
さ
れ
、「
自
転
車
通
学
に
お
け
る
交
通

安
全
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
取
組
み
を
展
開
し
た
の
は

兵
庫
県
立
三
木
北
高
等
学
校
（
兵
庫
県
三
木
市
）。

取
組
み
を
推
進
し
た
同
校
生
徒
指
導
部
長
の
梶
原

洋
一
教
諭
は
「
約
６
０
０
名
の
生
徒
の
う
ち
６
割
が

自
転
車
で
通
学
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
１
時
間

以
上
か
け
て
通
う
生
徒
も
い
ま
す
。
生
徒
の
安
全
を

確
保
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
登
下
校
時
の
自
転
車

事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
な
課
題
の
１
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

取
組
み
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
同
校
で
は
全
生

徒
に
「
交
通
安
全
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。
こ

こ
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
登
下
校
時
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
体
験
が
多
か
っ
た
こ

と
だ
。

「
こ
う
し
た
調
査
を

し
た
の
は
今
回
初
め
て

だ
っ
た
の
で
す
が
、
中
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STREAM 高校におけるこれからの交通安全教育　連載：第2回

高校の交通安全教育の現場★

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
分
析
を
通
じ
て

生
徒
の
通
学
実
態
を
把
握

心
の
マ
ナ
ー
か
ら

交
通
安
全
教
育
へ

危
険
予
測
が
苦
手
な
生
徒
が

増
え
て
い
る

課
題
に
対
応
し
た
教
育
計
画
と
情
熱
を

持
っ
た
実
行
が
動
機
づ
け
に
つ
な
が
る

「Safety
A
ction

21

」
を

活
用
し
た
交
通
安
全
の
授
業

「Safety Action 21」はホームルーム

などの授業の中で、免許取得年齢に達

する高校生を対象に、生涯を通して良

い交通社会人となるための体系的な交

通安全教育を行えるように、一般社団

法人 日本自動車工業会が開発したテ

キスト。「ワークシート」を核にし、

生徒と先生がコミュニケーションを取

りながら授業を進める教育手法をとっ

ている。

テキストは「指導展開案」「ワーク

シート」「ワークシートの回答」「先生

用の資料」「専門家のコラム」の5つ

のパートで構成され、交通安全教育を

初めて教える先生方でも充実した内容

で授業を進められるように組み立てら

れている。

指導資料と生徒用資料は下記の一般

社団法人 日本自動車工業会のホーム

ページからダウンロード可能（無料）。

http://www.jama.or.jp/safe/safety/

三木北高校（写真上）と佐沼高校（写真右）では、定期的
に教職員や保護者が協力して登校指導を実施している

各学年で実施された交通安全ホームルーム

佐沼高校では近隣の教習所で年2回原付通学者を対象に
したバイク安全運転講習会を開催

佐沼高校でも通学上の危険箇所を示す安全マップ
を作成し、文化祭で展示している。また生徒から交
通安全標語の募集なども行った※PDCA サイクル＝Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Action（見直し）を繰り返すこと。

三木北高校の1年生が作成
したハザードマップは文化
祭で展示。文化祭では、生
徒たちが来校した小学生な
どに交通クイズを実施する
など、地域の方々への啓発
活動も行われた

三木北高等学校生徒
指導部長の梶原洋一
教諭

Safety Action 21
高校生の交通安全教育



平成22年中の原付以上運転者（第１当事者）による交
通事故件数を法令違反別にみると、安全運転義務違反
（安全不確認、脇見運転、動静不注視、漫然運転、運転
操作不適など）が最も多く
なっていますが、全体のお
よそ何％を占めているでし
ょう？

3Q
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

【使用上の注意】

●営利目的での利用はおやめください。

●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋

しての利用はおやめください。

●その他、使用に関するご質問はお問い

合わせください。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736
E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

q少人数のグループをつくります。
w「交通場面のイラスト」を見せ
ながら、意見を出し合います。

eその後、「解答・解説※」を参
考にして、どんなことに気をつ
けて運転すれば良いか再び話し
合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラス
ト（カラー・A4版）」は下記SJホー
ムページでご覧いただけます。また
PDFファイルもダウンロード（無料）
できます。

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受性を高めるための
題材を提供します。今回は四輪車のドライバーに、横断歩道を通過する時の危険について考えてもらうためのKYTです。

第●回21 横断歩道の通過（四輪車）

○本田技研工業（株）C

○本田技研工業（株）C

7

平成22年中の車両相互の交通事故件数を事故類型別に
みると、追突が最も多くなっていますが、2番目に多い
のは次のうちどれでしょう？

？SJクイズ
1Q

信号機のない横断歩道の直前に停止している車両の側方
を通過する時、運転者はどのように通過するべきでしょ
う？

2Q

※「解答」は8面下。「解説」は下記SJホームページでご覧いただけます。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

①出会い頭衝突　　　②右折時衝突　
③追越・追抜時衝突　④正面衝突

①そのまま通過する　②徐行して通過する　
③停止している車両の前方に出る前に一時停止して
通過する　

①45％　 ②55％
③65％　 ④75％

このコーナーでは、地域で活躍する交通安全教育の指導者の方々を
紹介していきます。

活用方法

福井県北部の三国町・丸岡町・ 春江町・坂井町

が合併して平成18年に新設された坂井市。婦人交通

指導員4名で構成される安全対策室交通係では、幼

児、小・中学生、高齢者を対象に、毎年約230～260

回の交通安全教室を開催している。合併以前、各町

で交通指導に当たってきた4人がノウハウを持ち寄

って、より内容の濃い安全教室を実施している。

その中の1つが、幼児を対象とした「交通安全は

じめてのおつかい」だ。発案者の前田幸代さんは

「小さい子は同時に2つのことができません。それを

楽しみながら学べる方法を考え、道路の向こう側に

あるお店におつかいに行くという状況を思いつきま

した。“おつかい”と道路を渡るときの“お約束”

を両方とも忘れず

にできたらマル。

はじめはお店に向

かってパッと飛び

出してしまう子も

多いのですが、1

つ1つ丁寧に教え

ホンダ　SJ 検索

ていくと全員できるようになります」。他にも「交通

安全スタンプラリー」や子どもたちと一緒に歌うオ

リジナルの「交通安全の歌」など、さまざまなアイ

ディアや工夫が詰め込まれている。

「子どもたちに教える時は、叱ったり、怒ったり

するのではなく、褒めることが大切」と前田佐和子

さん。「ダメ！というのではなく、できた時に褒めて

あげる。そうすると、次からそれ以上にちゃんとや

るようになる。楽しいから、ルールを守る。これが

大きなモチベーションにつながり、私たちの話を良

く聞き、守ってくれるようになるんです」。

高齢者を対象とした教室では、毎回オリジナルの

脚本を作り、指導者2人で交通安全に絡めた漫才を

やってみせる。窪田明美さんは「笑いながら、高齢

者が起こしがちな危険な行動を知ってもらおうと始

めました。脚本は、高齢者の立場で、高齢者の気持

ちになって作ります。共感してもらって、自分の行

動を客観的に振り返ってもらえれば」と話す。

今年で指導歴30年を迎えた高嶋妙子さんは、「こ

の30年で坂井市内の交通事情も変化しました。自動

車の通行量も多くなり、高齢ドライバーも増えまし

た。安全教育の重要さを日に日に感じます」と語る。

「私たちの活動は、すぐに効果が出るものではありま

せん。ただ小さいうちに繰り返し身につけたことは、

ずっと覚えています。今は『あやとりぃ ひよこ編』

など、昔にはなかった素晴らしい幼児用教育プログ

ラムがあります。こうした効果的なツールを活用し

ながら、1回1回心を込めて取り組んでいます」。

幼稚園や保育園などの最後の安全教室で、子ども

たちに「いのちを守るための3つのお約束」を書い

た手作りのお守りを渡している。その数は毎年1000

を超える。4人の思いがこもったお守りは、小学校

にあがった子どもたちのランドセルに付けられてい

るという。

福井県坂井市役所総務課安全対策室交通係
交通指導員の皆さん
（左から）窪田明美さん、高嶋妙子さん、前田佐和子さん、
前田幸代さん

指導者ファイル●2

子どもたちに楽しく学んでもらうために

いのちを守るために１回１回心を込めて

あなたは片側1車線の道路を走っており、
横断歩道に近づいています。
対向車は渋滞し、左側の歩道（自転車通行可）
には自転車が走っています。

安全に通過するには、どの
ようなことを予測する必要
がありますか？



よ
り
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
回

は
、
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
車
両
の
一
時
停

止
と
歩
行
者
保
護
状
況
を
観
察
し
た
。

今
回
の
観
察
場
所
は
、
東
京
都
内
の
信
号
機

の
な
い
交
差
点
。
近
く
に
は
商
店
街
が
あ
り
、

通
行
す
る
車
両
や
歩
行
者
は
多
か
っ
た
。
観
察

地
点
は
変
形
五
叉
路
の
交
差
点
。
優
先
道
路
側

は
一
方
通
行
で
、
横
断
歩
道
の
直
前
に
は
停
止

線
と
路
面
に
「
横
断
者
注
意
」
の
表
示
。
一
方
、

交
差
す
る
道
路
は
一
時
停
止
の
標
識
と
停
止
線

が
備
わ
っ
て
い
る
。

実
際
の
観
察
か
ら
、
一
時
停
止
や
歩
行
者
保

護
に
お
い
て
、
全
体
的
に
運
転
者
の
行
動
に
メ

リ
ハ
リ
が
な
く
、
特
に
自
転
車
利
用
者
の
９
割

以
上
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
な
い
結
果
と

な
っ
た
。

左
右
確
認
の
有
無
で
も
そ
の
傾
向
は
変
わ
ら

ず
、
四
輪
車
が
５
８
８
台
中
４
９
３
台
（
83
・

８
％
）、
二
輪
車
が
80
台
中
70
台
（
87
・
５
％
）

と
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
が
左
右
確

認
を
行
っ
て
い
た
が
、
自
転
車
利
用
者
は
78
台

中
41
台
（
52
・
６
％
）
と
約
半
数
に
留
ま
っ
た
。

近
年
、
自
転
車
の
事
故
割
合
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
死
傷
に
至
っ
た
事
故
で
は
自
転
車
に
違

反
の
あ
る
割
合
は
約
３
分
の
２
を
占
め
る
。
今

回
の
観
察
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
結
果
と
な
っ

た
。
自
転
車
は
「
車
両
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
る
。

れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
通
行
の
判
断
は

個
々
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
、「
一
時
停
止
」「
安
全
確
認
」
を
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混合交通を観察する
●series─243 交差点での車両の一時停止状況等を観察する

8

信号機のない交差点で、車両は一時停止や
歩行者保護をきちんと行っているか？

●観察場所／東京都港区麻布十番２－８丁目付近
●観察日／5月20日（金曜日） ●天候／晴れ
●観察時間／15:40～17:40
●観察者／3名

次号は２０１１年８月２２日発行予定となります。

一時停止標識のある道路で
確実に一時停止した車両は
何％いたでしょうか？

Q1

平
成
22
年
の
交
通
事
故
件
数
を
事
故
類
型
別

に
み
る
と
、
車
両
相
互
で
は
「
追
突
」
と
「
出

会
い
頭
衝
突
」
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め
、
人

対
車
両
で
は
横
断
歩
道
を
「
横
断
中
」
で
最
も

事
故
が
起
き
て
い
る
。
自
転
車
の
事
故
に
限
っ

て
み
て
も
、
傾
向
は
同
じ
く
、
自
転
車
同
士
で

は
「
出
会
い
頭
衝
突
」
が
突
出
し
て
高
く
、
歩

行
者
と
自
転
車
で
は
「
横
断
中
」
が
最
も
多
い
。

ま
た
、
法
令
違
反
別
交
通
事
故
件
数
を
み
る

と
、「
安
全
不
確
認
」
な
ど
の
安
全
運
転
義
務

違
反
が
大
半
を
占
め
、
次
に
「
交
差
点
安
全
進

行
」「
一
時
不
停
止
」
と
続
く
。

交
通
量
の
多
い
交
差
点
で
は
信
号
機
が
設
置

さ
れ
、
車
両
と
歩
行
者
の
通
行
が
制
限
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
住
宅
地
や
裏
道
な
ど
交
通
量
の

比
較
的
少
な
い
交
差
点
で
は
信
号
機
が
設
置
さ

★Ｑ１の回答
一時停止した車両は746台中
278台（37.3％）
観察地点で一時停止が必要な車両は746
台。内訳は四輪車が588台中342台（58.2％）、
二輪車が80台中51台（63.8％）。自転車は
78台中75台（96.2％）が一時停止を行っ
ていなかった。
優先道路と交差する道路側は登り坂と下
り坂があり、特に坂を下ってきた車両は、徐
行しながら歩行者の有無を確認するドライ
バーが多く、一時停止線およびその先でも
停止しなかった。また、歩行者が横断歩道
の手前にいる場合も、そのまま走り続ける
車両がほとんどで、歩行者が横断中でもジ
リジリと接近していく光景を多く見かけた。
自転車で一時停止を行ったのはわずか3
台だった。車両としての意識が薄く、停止
線の前後で進路を急に変えたり、横断中の
歩行者を避けるため、停止線の直前で歩道
上に移り、そのまま横断歩道を走行するケ
ースも少なくなかった。 平

成
22
年
中
に
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
横
断

中
に
車
両
と
事
故
に
あ
っ
た
件
数
は
２
万
２
４
１

件
に
も
の
ぼ
る
。
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
、

車
両
や
歩
行
者
は
交
通
ル
ー
ル
に
従
い
、
各
自

で
安
全
確
認
を
行
い
、
通
行
す
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
る
。

車
両
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
一
時
停
止
を

し
て
、
左
右
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
。
そ
れ
だ

け
で
車
両
同
士
の
出
会
い
頭
衝
突
を
避
け
ら
れ

る
う
え
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
歩
行
者

な
ど
の
確
認
と
保
護
が
行
え
る
。
周

囲
の
状
況
を
単
に
「
見
る
」
の
で
は

な
く
、
危
険
を
予
測
し
、
積
極
的
に

危
険
の
タ
ネ
を
見
つ
け
よ
う
と
意
識

的
に
「
観
る
」
こ
と
が
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
。

★
Ｑ
2
の
回
答

歩
行
者
保
護
の
た
め
に
停
止
し
た

車
両
は
、
３
１
８
台
中
１
３
４
台

（
42
・
１
％
）

観
察
地
点
で
歩
行
者
保
護
が
必
要
な
車
両

は
３
１
８
台
（
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
横
断

中
、
も
し
く
は
横
断
歩
道
直
前
で
渡
る
素
振

り
を
見
せ
て
い
た
場
合
な
ど
）。
内
訳
は
四

輪
車
が
２
６
４
台
中
１
４
２
台（
53
・
８
％
）、

二
輪
車
が
22
台
中
13
台
（
59
・
１
％
）。
自

転
車
は
32
台
中
29
台
（
90
・
６
％
）
が
横
断

歩
道
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
歩
行
者
を

遮
っ
て
通
過
し
て
い
た
。

宅
配
便
の
ト
ラ
ッ
ク
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

営
業
車
は
比
較
的
歩
行
者
保
護
を
行
っ
て
い

た
の
に
対
し
、
個
人
の
乗
用
車
な
ど
は
歩
行

者
保
護
の
意
識
が
低
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
自

転
車
は
、
歩
行
者
が
横
断
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
間
を
す
り
抜
け
て
い
く
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
。

一
方
、
歩
行
者
に
お
い
て
は
、
横
断
歩
道

を
渡
ろ
う
と
す
る
際
に
手
を
上
げ
た
り
と
、

車
両
に
サ
イ
ン
を
送
る
姿
が
一
例
も
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
意
思
を
伝
え
な

い
ま
ま
、
立
ち
話
を
し
て
い
た
り
、
車
両
の
流

れ
が
止
ま
る
の
を
待
ち
続
け
て
い
る
ケ
ー
ス

を
多
く
見
か
け
た
。
大
半
の
横
断
歩
行
者
は
、

ク
ル
マ
な
ど
が
停
止
し
た
場
合
に
の
み
横
断

を
開
始
し
て
い
た
。

Why

対
歩
行
者
事
故
の
多
く
は

「
横
断
歩
道
を
横
断
中
」

に
起
き
て
い
る
！

Advice

必
ず
一
時
停
止
を
行
い
、

「
見
る
」
で
は
な
く

「
観
る
」
を
！

A

●平成22年の事故類型別交通事故件数（警察庁資料）

［人対車両］（計68,681件）

［車両相互］（計624,423件）

（SJクイズの解答：Q1①、Q2③、Q3④）

●車両の一時停止状況（746台中）

実際の観察から

一時停止線を超えて停止する車両

停止した車両の間を通行する歩行者

A

実
際
の
観
察
か
ら

歩行者保護のために横断歩道手前で
停止した車両は何％いたでしょうか？

Q2
四輪車

二輪車

自転車

小　計

○
246（41.8％） 342（58.2％）

51（63.8％）

75（96.2％）

468（62.7％）

588

80

78

746

29（36.2％）

3（3.8％）

278（37.3％）

× 小計

●車両の歩行者保護状況（318台中）

四輪車

二輪車

自転車

小　計

○
122（46.2％） 142（53.8％）

13（59.1％）

29（90.6％）

184（57.9％）

264

22

32

318

9（40.9％）

3（9.4％）

134（42.1％）

× 小計

●車両の左右確認状況（746台中）

四輪車

二輪車

自転車

小　計

○
493（83.8％） 95（16.2％）

10（12.5％）

37（47.4％）

142（19.0％）

588

80

78

746

70（87.5％）

41（52.6％）

604（81.0％）

× 小計

横断歩道 20,241（49.3％）
横断歩道付近　　 2,222（5.4％）
横断歩道橋付近　　 211（0.5％）
その他 18,409（44.8％）

対面通行中
4,375（6.4％）

対面通行中 4,375（6.4％）

正面衝突17,167（2.8％）

すれ違い時衝突
7,084（1.1％）

追越・追抜時衝突
10,578（1.7％）

右折時衝突
62,550
（10.0％）

その他 62,581
（10.0％）

左折時衝突
35,618
（5.7％）

追突
234,993
（37.6％）

出会い頭衝突
193,852
（31.1％）

横断中
41,083（59.8％）

その他
12,826（18.7％）

路上作業中
1,039（1.5％）

路上停止中
1,812（2.6％）

路上遊戯中
675（1.0％）

止 
ま 
れ 

横
 

断
 

者
 

注
 

意
 

止 
ま 
れ 

← 一方通行 

←
 

一 
方 
通 
行 ←

 

一 
方 
通 
行 

A地点 

B地点 

A地点

B地点

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。
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